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　横須賀市観音崎に分布する鮮新統池子層よりアケビガイArchivesica kawamuraiの左殻化石1
点を発見した。この化石は産状が確認され，池子層から産出した横須賀市内初のオトヒメハマ
グリ科二枚貝の化石である。化石産地周辺の池子層はタービダイト，降下火砕堆積物，半遠洋
性泥岩からなる。オトヒメハマグリ科の化石は癒着したタービダイト，すなわち海底扇状地の
チャネル充填堆積物に挟まれる苦灰岩から産出したことから，生息地から混濁流によりやや運
搬されて化石化したと推測される。池子層の堆積深度は，現生のアケビガイの生息深度である
水深180 〜 710 mか，それよりやや深い水深であったと考えられる。

　A fossil left valve of Archivesica kawamurai was discovered from the Pliocene Ikego 
Formation of Kannonzaki, Yokosuka City, central Japan. This is the first fossil specimen of 
Vesicomyidae from an outcrop of the Ikego Formation, Yokosuka City. The Ikego Formation 
around the fossil locality consists of turbidite, pyroclastic fall deposit, and hemipelagic 
mudstone. The fossil shell occurred from a dolostone layer intercalated in amalgamated 
turbidites, which are interpreted as a channel-fill deposit of a submarine fan. Thus, the fossil 
shell might have been buried after transportation from the habitat by turbidity current. 
These evidences indicate that the paleo-depth of the Ikego Formation was 180–710 m, where 
modern Archivesica kawamurai inhabits, or somewhat deeper.

はじめに

三浦半島北部に分布する鮮新統三浦層群池子層か
らは，シロウリガイ類を含む化学合成生物群集の化
石が産する（Shikama and Masujima, 1969; Niitsuma 
et al., 1989; 平田ほか , 1991; 菅野 , 1993; Amano and 

Jenkins, 2011）。これらの化石は，これまで逗子市池
子を中心とした三浦半島北西部に分布する池子層の
みから報告されていた。今回，著者の 1 人である鈴
木は三浦半島東部に位置する横須賀市鴨居 4 丁目の
神奈川県立観音崎公園の海岸 （第 1 図） より離弁し
たオトヒメハマグリ科の化石 1 点を発見した。本稿
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第 1図　 A: 三浦半島のインデックスマップ．B: 露頭の位置，化石産地，柱状図作成ルートを示した横
須賀市観音崎の地図．放散虫化石年代は鈴木・蟹江 （2012） に基づく．

では，化石産地周辺の岩相を記載して堆積環境を明
らかにするとともに，化石を記載し，横須賀市鴨居
地域に分布する池子層の堆積深度を考察する。

地質概略

鮮新統池子層は三浦半島北部に分布する三浦層群
の上部を構成し，主に凝灰質砂岩，凝灰質砂岩と凝
灰質泥岩の互層からなる （江藤ほか , 1998）。横須賀
市鴨居 （観音崎） のほか，横須賀市湘南鷹取 （鷹取
山），逗子市池子，逗子市神武寺，鎌倉市十二所，
鎌倉市手広などに分布する。中新―鮮新統の三浦層
群逗子層を整合に覆い，更新統上総層群に不整合に
覆われると考えられてきた （江藤ほか , 1998） が，

池子層と上総層群最下部の岩相が類似することか
ら，それらの地層の境界は研究者間で相違が見られ
る。Utsunomiya et al. （2017） は池子層上部と上総
層群の基底を構成する浦郷層の岩相層序，石灰質ナ
ノ化石層序，古地磁層序に基づき，池子層上部と浦
郷層下部は同時異相であり，堆積は連続的で，整合
関係にあるとした。三浦半島南部の三浦層群が海溝
陸側斜面堆積物であるのに対し，三浦半島北部に分
布する三浦層群は前弧海盆の堆積物と解釈されてい
る （高橋 , 2008）。

観音崎に分布する池子層は主に火山礫凝灰岩，凝
灰質砂岩と凝灰質泥岩の互層からなり，炭酸塩コン
クリーションを含む。炭酸塩コンクリーションから
は RN10 帯 （4.19 〜 3.87 Ma，前期鮮新世後期） を示
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す放散虫化石年代が得られ，池子層最下部に対比さ
れている （鈴木・蟹江 , 2012）。

池子層の岩相と堆積過程

化石産地周辺の池子層を，堆積構造や二次的な変
形構造に基づき 5 つの岩相に区分した （第 2，3 図）。
岩相A
［記載］ スコリア質または軽石質の礫支持火山礫凝

灰岩，または凝灰質砂岩からなる。火山礫凝灰岩は
細礫〜中礫の亜角礫または亜円礫，凝灰質砂岩は細
粒砂〜極粗粒砂の火山砕屑物から構成される （第 3
図 - 1）。層厚は 3 〜 400 cm，基底はシャープで下
位の地層に侵食面を持って重なる。侵食面は下に凸
のチャネル状を示すことがあり，柱状図作成ルート 

（第 1 図） で最大 12 cm，県立観音崎公園内では最大
65 cm の下方侵食が認められる。全体として上方細
粒化を示すことが多いが，稀に上方粗粒化を示す。
凝灰質砂岩には平行葉理，火山礫凝灰岩には平行層
理が発達し，西に緩く傾く斜交層理や，皿状構造が
稀に見られる （第 3 図 - 1，2，4）。小判状で円礫〜
亜円礫状のマッドクラストが岩相全体に，または岩
相中の特定の層準に集中して見られることがある 

（第 3 図 - 3）。マッドクラストの最大長径は柱状図
作成ルートで 28 cm だが，県立観音崎公園の池子層
には最大で長径 118 cm のマッドクラストが観察さ
れる。複数の岩相 A が癒着することがあり，見かけ
上，最大で層厚 7.3 m の火山礫凝灰岩を構成する。
柱状図作成ルートで観察される火山礫凝灰岩，凝灰
質砂岩の大部分は岩相 A に含まれる。
［解釈］ 上方細粒化は，粗粒な粒子が相対的に早く

沈降した，または運搬能力が減衰する流れによって
堆積したことを示す （Pettijohn, 1975）。一方，逆級
化層理は，密度が小さく沈降速度の遅いスコリアま
たは軽石が上部に集まったものと考えられる （Stow, 
2005）。平行葉理は，流れの高領域または低領域で
発達した平滑床に対応し （Southard and Boguchwal, 
1990），平行層理はトラクションカーペット堆積物 

（Lowe, 1982; Sohn, 1997） の可能性が考えられる。
緩く傾く斜交層理は，流水によるベッドフォームの
移動によって形成されたと考えられる。マッドクラ
ストは比較的丸みを帯びていることから，周囲や下
位の泥岩層が侵食，運搬され，沈積したものと考え
られる．皿状構造は，堆積後の未固結堆積物が上部
からの荷重によって二次的に水が排水された脱水構

造と考えられる （辻・宮田 , 1987）。
侵食面を伴う基底，上方細粒化，平行葉理，マッ

ドクラスト，皿状構造は，タービダイトに特徴的で
ある （Bouma, 1962; Lowe, 1982）。また，斜交層理
はタービダイトに稀に見られる （田村ほか , 2001）。
したがって岩相 A は混濁流から堆積したタービダイ
トと考えられる。特に，平行層理が発達し，トラク
ションカーペット堆積物と解釈される火山礫凝灰岩
は，高密度混濁流起源と考えられる （Lowe, 1982; 
Sohn, 1997）。
岩相B
［記載］ スコリア質または軽石質の火山礫凝灰岩か

らなる。岩相全体，または基底の火山砕屑物が凝灰
質シルト岩に取り囲まれたサグ構造を示す （第 3 図
- 5）。層厚は 5 〜 20 cm で級化層理を示す。柱状図
作成ルート （第 1 図） では稀に出現する。
［解釈］ 級化層理は，粗粒な粒子が相対的に早く沈

降したことを示す。サグ構造は，水底に沈積した際
に未固結の泥質堆積物中に沈み込んだことを示すと
考えられる。これらの特徴から，岩相 B は降下火砕
堆積物と解釈される （Stow et al., 1998; Stow, 2005）。
岩相C
［記載］ 生物擾乱を受けた凝灰質シルト岩からな

り，スコリアや軽石が散在する （第 3 図 - 6）。層厚
は 4 〜 60 cm である。
［解釈 ］ 生物擾乱を受けた凝灰質シルト岩は，シ

ルトサイズの火山砕屑物が浮遊状態から垂直にゆっ
くりと堆積したことを示し，底生生物が生痕を残す
のに十分な時間があったと考えられる。散在するス
コリアや軽石は，小規模な噴火による降下スコリア
や降下軽石と解釈される。岩相 C は半遠洋性泥岩と
解釈される （Stow et al., 1998）。
岩相D
［記載］ 硬質な苦灰岩層 （第 3 図 - 7，第 4 図） か

らなる。層理面上には割れ目が発達する。層厚は 11
〜 14 cm で，柱状図作成ルート （第 1 図） の 3 つの
層準に挟まれる。
［解釈］ 苦灰岩層は，石灰質泥に含まれるカルサイ

トがドロマイトに置換・交代されたものと考えられ
るが，石灰質泥の起源は不明である。
岩相E
［記載］ 岩相 A と岩相 C の組み合わせからなる火

山礫凝灰岩，凝灰質砂岩，凝灰質シルト岩の互層の
うち，褶曲や破断によって変形したある一定の層準
を岩相 E とした （第 3 図 - 8）。下限の境界面は層理
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第 2図　 化石産地周辺の池子層の地質柱状図．柱状図作成ルートは第 1 図を参照．A 〜 C は炭酸塩岩の試料採集
層準を示す．
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第 3図　  1: 上方細粒化を示し，上部で平行葉理が発達するスコリア質火山礫凝灰岩 （岩相 A）．2 枚の岩相 A が癒着し
ている．2: 癒着した岩相 A に発達する平行層理とゆるく傾斜する斜交層理．3: 岩相 A に見られるマッドクラ
スト．4: 岩相 A に見られる皿状構造．5: 構成粒子が凝灰質シルト岩に取り囲まれる軽石層 （岩相 B）．6: 生痕
化石と軽石を含む凝灰質シルト岩 （岩相 C）．7: 硬質な苦灰岩 （岩相 D）．矢印はアケビガイ化石の産出場所を
示す．8: 岩相 A と C を変形させるスランプ堆積物 （岩相 E）．白の破線はすべり面を示す．
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面に斜交し，屈曲することがある。上限の境界面は
層理面にほぼ平行である。褶曲や破断が見られる地
層の層厚は 20 〜 185 cm である。
［解釈］ 下限の境界面をすべり面として滑動し，上

位の地層を褶曲させたり破断させたりしたと考えら
れる。岩相 D は海底地すべりに伴うスランプ堆積物
と解釈される。

産出化石

Family Vesicomyidae Dall & Simpson, 1991
オトヒメハマグリ科

Genus Archivesica Dall, 1908
Archivesica kawamurai （Kuroda, 1943）

アケビガイ
第 5 図

［標本］ YCM- GP1974．鈴木発見，柴田，倉持，
三浦半島活断層調査会採集。
［記載］ 検討標本は左殻。殻長 92.1 mm，殻高 56.9 

2 40302010
2θ°(CuKα)
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ドロマイト

石英

斜長石

第 4図　 観音崎の池子層に発達する炭酸塩岩の粉末 X 線
回折パターン．炭酸塩岩はおもにドロマイトか
らなり，石英や斜長石を含む．試料の採集層準
は第 2 図を参照．

第 5図　 アケビガイ Archivesica kawamurai．YCM-GP1974．1a: 左殻鉸
装部 Hinge structure of left valve．2a: 前肢 anterior ramps．
2b: 後肢 posterior ramps．4: 後背主歯 posterodorsal cardinal 
tooth．1b: 左殻 left valve．

1a

1b

3 cm

3 cm
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mm。殻は厚く，長楕円形。殻表には細かい成長肋
がみられる。殻背縁はやや膨らむ。殻腹縁は弱く弧
を描き，中央部で弱く凹む。殻頂は殻の前端からお
よそ 1/3 に位置し，やや前傾する。小月面はない。
靱帯は長く，殻長に対して，およそ 40% の長さにな
る。鋏歯は大きく堅固。殻頂下主歯の前肢 （2a） は
欠損，後肢 （2b） はやや溶解しているが痕跡が認め
られる。2b は，殻頂先端から腹縁方向に延長し，鋏
板の腹縁にほぼ直角に交わる。鋏歯の後端の鋏板上
に発達した大きな殻頂下洞 （subumbonal pit） があ
る。後背主歯 （4b） は，殻頂下洞の直下から斜め後
方に伸びる。前後の側歯を欠く。
［比較］ 検討標本は，相模湾小田原沖水深 180 m

をタイプ産地として記載されたアケビガイのタイプ
標 本 と， 形 態 は ほ ぼ 一 致 す る（Kuroda, 1943）。
Kuroda （1943） は，本種を特異的な鋏歯の形状をも
つことを根拠として Akebiconcha 属を提唱したが，
この特徴は，Dall （1908） により Callocardia gigas 
Dall, 1896 をタイプ種として創設された Archivesica
属 の 特 徴 と ほ ぼ 一 致 す る こ と か ら， 本 稿 で は
Amano and Kiel （2010） に採用されている，アケビ
ガイを Archivesica 属に含める分類を用いる。また，
Okutani et al. （1992） により沖縄トラフ南西海丘の
熱水噴出域をタイプ産地として記載されたエンセイ
シ ロ ウ リ ガ イ Calyptogena solidissima Okutani, 
Hashimoto & Fujikura, 1992 は，Kojima et al. （2006） 
による遺伝子解析の結果から，アケビガイと同一種
と考えられている。

南海トラフ天龍海底谷をタイプ産地として記載さ
れたテンリュウシロウリガイ Ectenagena laubieri 

（Okutani & Métivier, 1986） のタイプ標本は，殻頂
が前端からおよそ 1/5 に位置し，左殻の中央主歯は
逆 V 字型になり，後背主歯（4b）は薄い板状になる 

（Okutani and Métivier, 1986） ことで検討標本と異
なる。

検 討 標 本 の 外 形 は， シ ロ ウ リ ガ イ Phreagena 
soyoae （Okutani, 1957） のタイプ標本に類似する。
この標本は，検討標本に比べ殻高が低く，横長にな
る。また，殻表の成長肋は発達せず，ほぼ平滑に近い。
左殻の鋏歯はへの字形になり，殻頂下洞を欠くこと
で区別される （Okutani, 1957）。池子層から Amano 
and Kiel （2010） に よ り 記 載 さ れ た Archivesica 
shikamai Amano & Kiel, 2010 のタイプ標本は，検
討標本に比べ，殻高が殻長に対して低く，殻は横長
になる。また，鋏歯は小さく，殻頂下洞はあまり発

達しないことで区別される。
［産地］ 神奈川県横須賀市鴨居 4 丁目，県立観音崎

公園の海岸．鮮新統三浦層群池子層の最下部より産
出。
［年代］ RN10 帯 （4.19 〜 3.87 Ma） （鈴木・蟹江 , 

2012）。
［分布］ 現生のアケビガイは，千葉県銚子沖，相模

湾小田原沖 （タイプ産地），城ヶ島沖，駿河湾石花海，
第二天龍海底谷，紀伊水道，南奄西海丘，黒島海丘
の水深 180–710 m から記録されている （Kojima et 
al., 2006; Amano and Jenkins, 2011）。また，化石は
富岡層 （福島県），日立層 （茨城県），名洗層，黒滝
層 （千葉県），池子層 （神奈川県），土方層 （静岡県），
新里層 （沖縄県） の鮮新世から記録されている 

（Amano and Jenkins, 2011）。

考　　察

Soh et al. （1991） は池子層の岩相を堆積物重力流
と海底地すべりによって堆積した volcaniclastic unit
と，薄い火山砕屑岩と凝灰質泥岩の互層からなる
turbidite unit に区分した。また，蟹江 （1993），蟹
江ほか （2008） はシルト岩を主体とする Ikl+Iku，凝
灰岩 （凝灰質砕屑岩） を主体とし，シルト岩と互層
状になることもある Ikt，大規模な海底地すべり構
造や混在岩を伴う Iks に区分した。Volcaniclastic 
unit や Iks は逗子市池子周辺に分布し，北北西―南
南東方向の海底谷を埋積したチャネル充填堆積物と
考えられている。一方，本稿で述べる観音崎の池子
層は，Soh et al. （1991） の turbidite unit，蟹江ほか 

（2008） の Ikt に相当する。観音崎の池子層はタービ
ダイトと，降下火砕堆積物，半遠洋性泥岩を主体と
し，タービダイトには小規模な侵食面やマッドクラ
ストが発達する。さらに，薄いタービダイト，降下
火砕堆積物，半遠洋性泥岩の一部にはスランプ堆積
物が見られる。このような特徴は，Posamentier 
and Walker （2006） が示した海底扇状地モデルのう
ち， Leveed channel と Levee and overbank の堆積
物の特徴に類似する。すなわち，薄いタービダイト
や半遠洋性泥岩の互層はレビー・オーバーバンク堆
積物と解釈される。レビー・オーバーバンク堆積物
に発達するスランプ堆積物（岩相 E）は，レビーの
崩壊にともなって形成されたと考えられる。一方，
癒着した火山礫凝灰岩からなるタービダイトは，海
底扇状地を構成するチャネル充填堆積物の可能性が
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考えられる （第 2 図）。オトヒメハマグリ科の化石は，
癒着したタービダイト，すなわち海底扇状地のチャ
ネル充填堆積物に挟まれる苦灰岩層から産出したこ
とになる。

これまでに横須賀市湘南鷹取の宅地造成工事に
よって搬出された池子層の岩石中からシロウリガイ
類化石が報告されているが （Niitsuma et al., 1989; 平
田ほか , 1991），露頭の状況は確認されていない。本
稿のアケビガイ化石は，産状が確認され，池子層か
ら産出した横須賀市内初のオトヒメハマグリ科二枚
貝の化石である。本種は熱水噴出孔からも採集され
ていることから （Okutani et al., 1992） 化学合成生物
群集に含まれる。また，アケビガイは，オトヒメハ
マグリ科二枚貝の中ではもっとも水深の浅い海域に
適応した化学合成が可能な種と考えられる。今回述
べるオトヒメハマグリ科の化石は，鋏歯の形状が確
認できるが，海底扇状地のチャネル充填堆積物に挟
まれる苦灰岩層から産出したこと，離弁した殻のみ
で発見されたことから，生息場所から混濁流によっ
てある程度の距離を運搬されて埋没，化石化したも
のと推測される。この考察に基づけば，観音崎の池
子層の堆積深度は，現生のアケビガイの生息深度で
ある水深 180 〜 710 m か，それよりやや深い水深で
あったと考えられる。江藤ほか （1987） は池子層下
部と上部からそれぞれ上部漸深海帯下部 （水深約
500 m） と上部漸深海帯下部〜中部漸深海帯 （水深
500 〜 1,900 m） を示す底生有孔虫化石群集を，秋元 

（1993） は池子層上部から中部漸深海帯下部  （水深
850 〜 1,900 m） を示す底生有孔虫群集を報告してい
る （水深は秋元・長谷川 , 1989 に基づく）。これらの
古水深は，本稿で推定された古水深と矛盾しない。
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